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第6章 実施施策の内容
3 指標一覧

※有効率の目標値について
有効率の目標設定にあたり、本市は厚⽣労働省が示す目標値に到達できていな

いため、まずは中期的な目標を90％とします。当⾯は、90％程度を維持するとと
もに、引き続き有効率の向上を目指し、システム構築や効果的な施設更新などを
計画的に進め、着実な向上を図ることとします。
⻑期的な目標については、厚⽣労働省通知の努⼒目標である「95％」を目指す

こととし、40年後には95％の目標値を達成することができるよう、⻑期的な視点を
もって効率的なハード整備やソフト対策を推進していきます。
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第7章 実践サイクルの確⽴
1 効果的で確実な進捗管理1 効果的で確実な進捗管理

ビジョンの推進にあたっては、目標に向けた達成状況を、設定した指標をもって定
量的、定期的に検証・評価し、取組内容の改善や計画の⾒直し等に反映させる
進捗管理の仕組みが必要になります。
また、ビジョンの基本理念や基本⽅針として掲げる「水道サービスの確保」と「持続

可能な水道事業」を図るためには、アセットマネジメントの実践が重要となることから、
その実施に向けた組織体制の整備を⾏い、アセットマネジメントの本格実施につな
げる必要があります。
特に、持続可能な水道事業を実現するにあたっては、投資の視点や施設管理の

視点と経営の視点をもって進捗管理を⾏わなければならないことから、本ビジョンを
マスタープランとしたうえで、経営の基本計画となる「経営戦略」の検証・評価をあわ
せて⾏うことによって、確実な事業進捗管理を実施します。
これらの計画の実現に向けた具体取組の実施にあたっては、事業レベルでの実施

計画（アクションプラン）を毎年策定し、このプランに基づく事業実施のための予算
措置を⾏うことにより、目標達成に向けた着実な事業遂⾏を図っていきます。
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実践サイクル（PDCAサイクル）については、以下のとおり実施します。
『P lan』 ︓「ヒト・モノ・カネ」の基本⽅針を示した新ビジョンに基づき、投資・財源の

基本戦略を示した経営戦略を踏まえ、具体取組としての実施計画を策定
『 D o 』 ︓実施計画に基づき事業を実施
『Check』︓局内部による事業の実績評価や経営にかかる評価を⾏った後、第三者

委員会である上下水道事業経営検討委員会での審議・評価を経ること
により事業の透明性を確保

『Act ion』︓毎年度計画の改善や⾒直しを図り、確実な進捗管理と事業の実効性
を確保

進捗管理については、以下のとおり実施します。
・事業の成果や経営状況にかかる指標（KPI）、事業の活動にかかる指標（PI）
の達成度については、各計画（ビジョン、経営戦略、実施計画）にて管理

◆年度毎の進捗管理
・指標の達成状況の検証及び評価
・実施計画における改善策の実施及び計画の⾒直し

◆各期（前期・後期）の進捗管理
・指標の達成状況の検証及び評価
・各計画における改善策の実施及び計画の⾒直し

※ただし、経営戦略については状況変化に対応し、適宜、改善策の実施及び計画の⾒
直しを⾏うものとします。
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